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群  外国語科目群 分野(分類)    使用言語  日本語 

旧群  C群 週コマ数  1コマ 
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 [授業の概要・目的]
テーマ：技術の問いとしての現代ドイツ思想

　この授業では、「技術Technik/Kunst」というテーマを切り口に、ドイツ語圏の思想に関するテキ
ストを原文で読みます。授業に参加するにあたっては、初級ドイツ語の知識が必要です。ドイツ語
の読解能力を高めるだけでなく、テクストが書かれた時代背景や作者の思考の軌跡を追うことで、
ドイツ語圏の文化や歴史に対する理解を深めることを目指します。
　講読するのは、20世紀後半以降にドイツ語で書かれたテクストです。具体的には、哲学者マルテ
ィン・ハイデガーの『技術への問い』と、そこから影響を受けた一連の思想家たちのテクストを念
頭に置いています。それらを通じて、現代社会におけるアート（Kunst技術＝芸術）とテクノロジ
ーの意味や役割についてみなさんと考えます。
　テキストを各自事前に予習してもらいます。履修者数によってはグループワークの形態をとるこ
ともあります。前提となる基礎知識をつけるための解説講義や小課題の提出なども予定しています。

 [到達目標]
・ドイツ語で書かれた文章の構造を理解し、内容を読み取った上で、人に伝わる日本語に訳すこと
ができる。(技能)
・近現代のドイツ思想およびその歴史的・文化的背景に関する知識を身につける。(知識・理解)
・自分自身の関心や問題意識を持ち、それについて学術的に考察する。(態度・志向性)

 [授業計画と内容]
授業はフィードバック日を含み１５回行う。

第１回：オリエンテーション（授業概要）

第２回：前提知識にかんするレクチャー

第３～１４回：テクスト講読・グループワーク・発表

第１５回：フィードバック

 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。
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 [成績評価の方法・観点]
平常点（出席と参加の状況、予習の有無、積極的参加態度）50%、学期末試験50%の総合評価とす
る。

平常点の評価基準については初回授業時に説明します。

 [教科書]
授業中に指示する
 [参考書等]
  （参考書）
各自で独和辞典や文法書を準備してください。

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業で扱うテクストについて、毎回事前の予習が必須となる。哲学や思想史の知識も、自分で補っ
て勉強することが望ましい。

 [その他（オフィスアワー等）]
授業の前後で対応します。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


